
l
､
緒

妨
二
十
四
容

柿
;<
拭

望

八

一
六

高
岡
市
並
に
石
川
願
津
幡
町
附
淀
の

第
三
紀
暦

日

(
岡
版
第
五
版
附
)

小

野

山

武

文

日

次

富

二
'
暦

序

概

説

四
'
南
雄
谷
地
方

の
妨
三
紀
暦
に
判
す

る
補

足

三
'
暦

序

和

説

叫
､
加
髄
越
槻

境
附

妃
の
解
三
船
暦
に
革

b
れ
る
沈
稗
輪
廻
に
就

い
て

六
㌧
柵

造

概

搬

･.#
嬰
参
考
文
献

二

緒

トし
ヽ
也

J
ヽ
-;

ノ

虫
小

冒

本
報
骨
は

｢
金
棒
市
並
に
富
山
櫛
石
動
町
附
近
の
第
三
紀
層
｣
(
本
誌

一
九
巷
第
四
淡
･第
五
淡
)
の
結
締
で
あ
る
｡

今
回
準

へ
る
の
は
'
前
記
報
骨
に
附
し
た
地
質
間
の
示
す
地
域
の
北
に
連
る

完
仰
の
丘
陵
に
就

い
て
で
､
其
の
北
線

は
賛
連
山
及
び
高
岡
市
を
絡
ぶ
線
に
限
ら
れ
る
｡
此
の
地
域
の
東
南
練
遊
郭
即
ち
石
動
町
北
方
の
五
位
山
村
を
中
心

と
す
る
地
升
の
地
野
に
就

い

ては
前
記
報
野
中
に
班
に
記
し
東
研
で
あ
る
が
､
帝
踏
査
の
結
果
､
改
訂
を
可
と
す
る



.部
分
が
生
じ
･,･e
の
で
ー
重
複
の
嫌
以
は
あ
る
が
更
に
記
述
を
試
み
る
事
に
し
た
｡

荷
本
文
は
入
る
ほ
先
立
ち
'
骨
に
御
指
導
を
賜
っ
た
中
村
教
授

･
横
山
教
授
に
深
厚
の
謝
意
を
表
す
る
と
典
に
'

本
地
域
は
鏑
す
る
貴
重
な
る
諸
種
の
デ
ー
タ
の
使
用
を
快
-
許
さ
れ
た
東
北
帝
飼
犬
撃
排
撃
部
岩
石
糠
物
糠
床
聾
教

室
の
高
橋
純

一
数
按

｡
八
木
次
男
撃
士
.
化
石
産
地
其
の
他
に
靭
し
て
種
々
御
示
教
を
藤
-
し
た
富
山
高
等
畢
枚
数

授
今
村
外
治
学
士
､
第
塑
偽
等
撃
枚
数
授
望
月
戯
源
撃
士
及
び
地
層
対
比
に
踊
す
る
諸
種
の
有
益
在
る
御
助
言
は
預

っ
た
地
震
研
究
所
の
大
塚
斬
之
助
撃
士
に
厚
-
御
砲
を
申
し
上
げ
る
.

二

p

層

序

概

説

本
地
域
に
敬
達
す
る
地
質
系
統
の
暦
序
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

眺

稗

統

大

桑

統

一
似
利
加
羅
統

l扇
状
地

相

紳

桁
腐

梅

成
段
丘

暦

河
成
段
丘
暦

大 川
桑 川
暦 暦

層椅 ノ竹
■一■-一､- ､

花 砂 竹

･'..川 ;.'=.
粕 網 棚

(膿岩山安諮)

暦 達 蜜

花

揃

岩

花
柄
片
麻
岩

石

衣

山方

第
三
紀
層
の
基
盤
を
在
す
岩
石
は

花
岡
岩
及
び
荘
園
片
麻
岩
で
､
之
等
は
何
れ
も
賢
蓮
山
塊
の
骨
格
を
構
成
し

(S
)(S
)

大
塚
撃
士
に
依
っ
て
越
路
花
園
岩
及
び
越
路
片
麻
岩
と
栴
せ
ら
れ
た
朗
の
も
の
～
一
部
分
で
あ
る
｡

花
園
片
麻
岩
は
'
賓
蓮
山
北
練
の
北
庄
村
及
び
中
庄
村
地
域
に
虞
-
露
は
れ
'
其
虚
で
は
石
衣
岩
の
厚
暦
を
屡
々

高
岡
市
並
に
石
川
嚇
津
幡
町
附
妃

の
節

三
組
厨

望
丸

山
七



地

球

第
二
十
四
谷

筋
五
統

語

〇

一
八

挟
在
せ
し
め
て
居
る
｡
驚
連
山
商
卒
の
大
部
分
は
花
尚
岩
の
み
は
依
っ
て
構
成
せ
ら
れ

て居
卓
､
花
園
岩
は
'
角
閃

石
及
び
黒
雲
母
を
主
要
有
色
躯
物
と
す
る
も
の
と
､
後
者
の
み
を
主
要
有
色
餓
物
と
す
る
も
の
J
ll穂
に
大
別
せ
ら

れ
る
が
､
其
等
の
鋸
物
の
多
寡
に
依
っ
て
'
両
者
は
共
に
諸
種
の
外
観
を
量
し
て
居
る
.

讐

紀
暦
の
屈
原
は
､
蓮

等
の
蓋

岩
漁

に
接
し
孟

在
す
る
此
陵
的
厚

蒜

岩
層
に
依
つ
蒜

警

ら
ij

貿

蓮
･･川
周
縁
の
地
域

に
於
で
は
随
所
に
其
の
好
露
出
が
観
取
出
凍
る
｡
此
の
基
底
磯
岩
層
の
上
に
は
'
純
色
角
磯
凝
衣

岩

｡
背
線
色
産
衣
贋
粗
粒
乃
至
細
粒
砂
岩
及
び
次
白
色
乃
至
深
色
貫
岩
等
よ
カ
成
る
選
修
が
聴
近
し
､之
に
蒔

い
て
'

線
色
産
衣
岩
或
は
砕
純
色
凝
炭
質
砂
岩
を
蚤
-
枇
除
し
た
砂
岩
及
び
泥
岩
乃
至
頁
岩
よ
･Jn
成
る
累
暦
が
発
達
し
て
居

(!･]]

る
｡
此
等
の
鼻
骨
は
.
骨
て
筆
者
が
五
位
両
統
と
恨
栴
L
AJ所
の
も
の
で
､

一
の
沈
積
系
統
を
構
成
す
る
も
の
と
の

漁
憩
を
抱

い
て
居
た
の
で
あ
る
が
､今
回
の
踏
窓
の
姑
基
p純
色
在
来
岩
及
び
帯
紐
色
砂
岩
を
主
と
す
る
下
部
の
鼎
暦

と
砂
岩
及
び
泥
岩
等
を
主
と
す
る
上
部
の
累
暦
の
間
に
'
不
整
各
が
少
-
と
も
部
分
的
に
は
存
在
す
る
革
が
明
瞭
に

怒
っ
た
の
で
.
従
衣
の
五
位
山
統
在

る
暇
稀
は
之
を
願
棄
L
t

下
部
の
系
統
に
は
'
兼
北
帝
大
岩
有
機
物
磯
原
撃

(.:I:)

教
室
の
各
位
の
使
用
さ
れ
つ
～
あ
る
賛
連
続
を
使
用
し
p
之
に
鷹
す
る
鼎

暦
を
貿
達
暦
と
呼
び
'
上
部
の
系
統
に
封

L
y
は
'
新
し
-
供
利
加
罪
統
在
る
名
節
を
典

へ
る
｡
然
し
て
倶
利
加
羅
続
の
下
部
暦
即
ち
南
谷
村
千
石
を
中
心
と

〔机
)

し
て
撹
式
的
発
達
聖
ボ
す
泥
岩
乃
至
は
貢
岩
を
主
と
す
る
鬼
厨
に
は
'
地
質
調
査
所
の
飯
塚
技
師
に
従
っ
て
千
石
暦

を
用
S
p
上
部
暦
即
ち
砂
岩
を
主
と
し
之
に
比
較
的
多
数
の
介
化
石
を
批
減
す
る
鼎
暦
に
は
､
従
前
の
下
中
層
を
使

用
す
る
｡
即
ち
従
来
の
五
位
山
暦
を
上
下
二
暦
に
分
ち
'
其
の
下
部
を
蟹
連
歌
の
欝
蓬
暦
'
上
部
を
倶
利
加
藤
枕
の

千
石
酪
旧
と
呼
ぶ
却
･に
か仏
る
0



倶
利
加
羅
桃
の
上
位
は
凍
る
鬼
厨
は
ー
耶
披
丘
陵
商
牛
の
地
域
は
磨
き
分
布
を
覇.
し
1
月
頻
化
石
の
豊
富
在
る
産

出
を
以
て
聞
え
る
大
桑
暦
の
属
す
る
系
統
即
ち
大
桑
舵
の
延
長
部
分
は
替
る
も
の
で
､
木
地
域
周
縁
の
部
分
は
略
帯

状
h
t為
し
て
磯
達
し
で
居
る
｡

姉
三
配
最
終
の
沈
積
物
は
､
金
韓
市
東
方
の
丘
陵
に
磯
達
し
､
大
桑
暦
と
は
不
整
合
の
踊
係
に
あ
る
卯
炭
山
暦
に

対
比
せ
ら
る
可
き
果
暦
で
あ
る
が
､
其
の
後
の
塘
資
の
進
捗
と
共
に
､
不
整
各
軸
係
に
あ
る
地
域
が
横
大
せ
ら
れ
る

に
車
っ
た
の
で
'
此
度
は
卯
辰
山
続
を
新
設
し
'
卯
辰
山
暦
を
大
桑
統
よ
身
狗
立
せ
し
め
三

系
統
と
し
て
取
扱
ふ

事
に
し
た
.
従
っ
て

加
能
越
囲
堵
附
近
の
箪

一扇

暦
は
賛
蓮

｡
供
利
加
藤

･
大
桑

･
卯
辰
山
の
四
の
系
統
は
分
た

れ
る
串
に
な
る
｡

他讐

1配
後
の
沈
積
物
と
し
て
は
､
菩
提
寺
峯
間
藤
の
低
丘
陵
地
に
分
布
す
る
砂
塵
を
主
と
し
た
春
日
山
暦
に
此
せ

ら
れ
る
も
の
及
び
宇
乗
以
北
の
丘
陵
敢
外
線
の
地
域
に
磯
蓮
す
る
梅
岸
段
丘
砂
塵
暦
が
あ
る
.

三p
暦

序

細

説

-
､
宜

達

放

資
建
株
の
最
も
旗
-
露
は
れ
で
居
る
の
は
､
賛
蓮
-1
前
縁
の
河
合
谷
村
を
中
心
と
す
る
地
域
で
,
此
虞
に
於
で
は
､

現
在
地
表
は
鰐
は
れ
た
賛
蓮
=-
花
腎

石
の
外
縁
に
略
挙
行
を
走
向
を
持
ち
二

般
竺

五
度
内
外
の
兼
或
は
寓

へ
の

傾
斜
堅
ボ
す
…叫
斜
構
造
む
な
し
で
屠
-
'
基
の
藤

原
は
､
五
五
〇
米
乃
至

ハ
O
C
,米
程
度
と
推
定
ru
れ
る
0
爾
飴
の

地
域
は
於
で
は
､

一
般
に
五
位
山
紋
の
沈
研
物
に
被
覆
せ
ら
れ
て
居

カ
'
従
っ
て
､
其
の
.金
貌
は
極
め
得
ら
れ
を
小

高
阿
市
北
に
石
川
琳
紳
隣
町
剛.
妃
の
空

転

暦

垂

1
九



地

域

第

二
十
四
食

餌
正
統

三望

二
〇

状
態
に
あ
る
が
､
子
撫
川
の
刻

む
河
谷
は
漕
ふ
地
域
及
び
稲
葉
川
を
中
心
と
す
る
地
域
に
は
､
此
我
的
焼
き
に
亘
っ

て
霞
城
し
て
居

-
p
背
斜
或
は
向
斜
構
造
む
な
し
で
居
る
状
態
を
観
察
す
る
革
も
可
能
で
あ
る
｡

1.

賢
蓮
暦

基
底
磯
岩
の
大
部
分
は
磯
を
安

へ
る
花
陶
質
含
磯
粗
粒
砂
岩
に
取
っ
て
代
衷
せ
ら
れ
て
居
少
､
北

虻
村
野
田
よ
-
河
合
谷
村
瓜
生
を
歴
て
太
田
に
至
る
盈
道
に
油
以
之
を
良
-
観
察
す
る
輩
が
出
来
る
｡
基
盤
の
花
尚

岩
の
浸
蝕
両
の
起
伏
に
就

い
て
は
個
々
の
露
出
が
狭
少
で
あ
る
為
に
､
露
出
に
於
で
之
を
観
察
す
る
事
は
不
可
能
で

あ
る
が
.
地
域
に
依
っ
て
地
層
の
傾
斜
を
著
し
-
典
ら
し
ひ
る
が
如
き
造
構
造
運
動
上
の
琵
跡
が
附
近
に
見
出
し
称

な

い
に
も
抱
ら
ず
'
所
に
依
っ
て
磯
岩
層
の
傾
斜
に
格
段
の
相
異
が
諌
め
ら
れ
る
事
よ
-
､
載
南
岩
の
浸
蝕
両
は
は

か
を
少
の
起
伏
が
あ
る
も
の
と
推
察

さ
れ
る
｡
即
ち
瓜
生
部
落
の
酉
北
部
に
於
で
は
､
六

〇
度
乃
至
七

〇
度
の
急
傾

ソ
-
.コ-

斜
堅

不
す
部
分
も
あ
る
が
､
其
の
兼
北
約
五

〇
〇
米
の
地
鮎
に
於

ては
三

〇
度
内
外
に
止
-
､
叉
北
荘
相
棒

川

よ

さ

河
合
谷
村
木

ノ
鑑
に
至
る
旦
道
の
中
間
に
露
は
れ
る
磯
岩
も
基
底
磯
岩
の

一
部
分
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
､
其

の
磯
岩
層
中
に
挟
在
す
る
レ
ン
ズ
状
の
砂
岩
或
は
頁
岩
の
薄
層
の
示
す
傾
斜
は
債
に
東
南
に
向
ふ
轟
皮
で
殆
ど
水
平

は
近

い
状
態
に
あ
る
.

磯
の
大
き
は
通
常

一
〇
粗
内
外
の
直
種
を
有
す
る
79
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
､
よ
-
以
上
大
在
る
磯
も
亦
相
皆
多

量
に
含
ま
れ
て
屠
る
｡
砂
岩
中
の
磯
は
其
の
太

い
さ
に
可
成
不
同
が
あ
る
が
直
径
は
大
鰭
五
糎
以
下
で
之
を
越
え
る

も
の
は
稀
で
あ
る
0
磯
の
材
料
は
花
園
岩
及
び
花
園
片
麻
岩
が
主
要
在
る
も
の
で
､
之
に
官
紀
岩
頬
を
混
じ
て
居
る
O

基
底
磯
岩
に
繊
-
累
厨
は
花
園
質
砂
岩
及
び
灰
白
色
頁
岩
の
互
暦
(賛
連
暦
下
部
)
で
あ
る
が
'
之
等
は
､
証
に
上

価
に
進
め
ば
､
藤
色
凝
次
岩
の
挟
准
す
る
砂
岩
貢
岩
宜
静
(
欝
蓮
暦
上
部
)
に
移
化
す
る
｡



線
色
範
次
岩
は
､
其
の
性
状
よ
-
之
を
二
種
に
分
つ
塾
が
出
凍
る
｡
即
ち
ー
略
均
質
で
撤
密
度
杖
在
る
も
の
及
び

不
規
則
な
稜
角
形
雷

Brす
る
噴
出
岩
片
或
は
有
配
岩
片
を
多
数
に
含
む
角
藤
質
の
粗
菓
在
る
も
の
の
二
種
で
､
概
念

的
に
は
､
前
者
が
本
暦
の
中
部
は
多
-
'
後
者
が
其
の
上
部
に
多

い
と
云
ふ
事
は
出
凍
る
が
､
然
し
両
者
を
層
位
上

明
確
は
上
下
に
分
つ
事
は
出
水
を

い
｡
層
排
の
磯
連
は
比
較
的
明
瞭
で
､
砂
岩
或
は
貫
岩
と
の
互
暦
状
態
も

一
般
に

規
則
正
し
-
'
其
の
暦
厚
に
は
著
し

き
差
異
が
訟
め
ら
れ
な

い
｡
即
ち
之
等
の
産
衣
岩
の
沈
積
は
､
相
皆
磨
き
に
亘

っ
て
略
均
等
に
行
は
れ
た
も
の
と
恩
は
れ
る
.

純
色
赴
衣
岩
と
瓦
暦
す
る
砂
岩
は
､
部
分
的
に
は
暗
褐
色
を
量
す
る
所
も
あ
る
が
'

一
般
に
は
帯
織
色
で
'
多
少

と
も
凝
友
肇
で
あ
る
｡
百
岩
は
鼎
色
堅
硬
在
る
も
の
が
多
-
､

一
部
分
に
は
珪
質
の
も
の
も
あ
る
が
､
之
は
越
後
油

田
地
方
の
珪
質
貫
岩
層
の
如
-
厚
さ
磯
達
を
不
さ
夜

い
｡

化
石
の
現
職
は
蟹
蓮
暦
全
般
を
通
じ
て
甚
だ
貧
鍋
で
あ
る
｡
即
ち
河
合
谷
村
牛
首
よ
･et木
ノ
窪
は
至
る
道
路
の
切

割
に
露
出
す
る
貫
岩
と
瓦
暦
し
た
衣
白
色
申
粒
砂
岩
中
に
は
二
枚
月
の
外
型
が
多
少
遺
さ
れ
て
居
る
が
'
屠
種
の
鑑

定
に
耐
え
る
も
の
は
産
せ
ず
'
又
河
合
谷
村
下
河
合
部
落
両
方
約
五
〇
〇
兼
の
地
鮎
に
露
は
れ
る
含
小
磯
粗
粒
砂
岩

中
に
は
､
板
屋
月
科
に
屈
す
る
種
と
推
定
出
来
る
も
の
･J
破
片
及
び
藤
壷
が
含
ま
れ
て
居
る
が
'
此
等
の
存
在
は
嘱

賢
連
暦
が
海
戒
で
あ
る
革
を
ボ
す
に
過
ぎ
を

い
｡

子
撫
柑
田
川
は
於
で
は
､
伐
-
出
さ
れ
て
あ
る
瀞
純
色
産
衣
蟹
砂
岩
塊
に

Pecten
k

agami
a
n
us
Y
o
koyam
a

と
瓜
は
れ
る
も
の
J
外
型
の
附
著
を
認
め
た
が
､
此
の
砂
岩
が
潤
韮
山
附
近
の
石
伐
場
ほ

て採
掘
せ
ら
れ
尭
も
の
で

あ
る
事
に
は
商
談
夜
-
､
従
っ
て

P
e
cte
n
kagam
ian
usが
畢
蓮
厨
の
時
代
推
定
に

用
以稗
る
昭

一
の
存
在
と
云

前
的
市
銀
に
前
川
噺
津
隣
町
附
虹
の
鮮
三
船
厨

昌

ユ

ニ
1



地

球

節

二
十
四
谷

解
五
紙

茜

四

二

二

は
ね
ば
な

ら
な
い

｡

2.
譜
安
山
岩
幡

聾
提
寺
峯
(標
高
二
四
二
米
)
の
東
北
に
在
る
標
高
二
四
三
光
の
無
名
高
地
南
側
斜
面
に
は
'

輝
石
安
川
岩
及
び
安
山
岩
質
基
塊
岩
の
露
出
が
あ
わ
､
安
山
岩
の
東
南
方
向

へ
の
延
長
は
､
河
谷
山

(
標
高
四
三
六

莱
)
及
び
木
ノ
窪
部
落
の
北
約
五
〇
〇
米
の
地
新
造
追
跡
す
る
事
が
出
凍
る
｡
然
し
て
木
ノ
窪
北
方
に
於
で
は
'
此

の
安
山
岩
が
略
東
西
に
近
い
走
向
を
有
し
､
南
.へ
四
〇
度
内
外
の
傾
斜
を
以
て
賛
達
犀
を
切
っ
て
居
る
状
態
を
観
察

出
凍
る
と
共
に
､
此
の
附
近
ほ
於
で
は
安
山
岩
の
厚
rb
が
約

一
八
〇
氷
と
概
測
す
る
事
が
出
凍
る
.

菩
提
寺
峯
の
西
側
斜
面
の
小
筒
域
に
も
亦
安
山
岩
及
び
基
塊
岩
が
兇
ら
れ
る
が
､
前
記
安
山
岩
瓶
の

一
分
派
で
あ

る
轟
に
は
髄
を
い
と
息
は
れ
る
｡

l
｢

倶

利

加

羅

統

倶
利
伽
羅
練
は
本
地
域
中
火
部
分
の
大
草
を
被
覆
し
て
敬
逢
し
て
屠
る
｡
其
の
各
般
的
の
構
造
は
'
北
陸
道
は
沿

ツ
ご
フオ
∨

ふ
倶
利
加
藤
柑

九

折

及

び
天
田
越
の
間
は
於
で
十
分
観
察
揖
凍
る
が
如
上

砺
波
丘
陵
の
主
方
向
と
略

丁
数
す
る
北

東
1
南
新
方
向
の
軸
を
有
す
る
一
の
大
背
斜
構
造
を
不
し
て
居
少
､
其
の
傾
斜
は
倶
利
伽
羅
村
を
中
心
と
す
る
地
域

の
背
斜
の
軸
に
接
近
し
た
所
に
於
で
は
､
東
園
の
両
翼
共
に
五
〇
庶
内
外
の
比
較
的
急
傾
斜
計
覆
し
て
居
る
が
､
背

斜
軸
を
離
れ
る
に
従
っ
て
其
の
傾
斜
が
減
少
す
る
傾
向
が
あ
ら
､
此
の
傾
向
は
背
斜
の
東
翼
よ
カ
両
翼
に
於
で
特
に

著
し
い
｡
又
北
方
山
地
に
至
る
ほ
従
っ
て
79
其
の
傾
斜
は
減
少
し
'
賛
連
山
を
中
心
と
す
る
ド
ー
ム
構
造
に
礎
化
し

て
屠
る
rJ

:･;･l
ル一

本
紙
の
好
摩
は
.
其
の
比
投
的
胆
純
在
る
構
造
h
t,示
す
英

田

柑
附
近
に
於
で
は
五
〇
〇
米
乃
至
五
五
〇
米
と
推
定



し
た
の
で
あ
る
が
､
本
地
域
各
般
に
亘
っ
て
も
略
此
の
程
度
の
厨
厚
を
有
す
る
も
の
と
推
測
し
て
居
る
｡

3
..
千
石
履

倶
利
加
雁
舵
の
基
底
が
明
瞭
に
観
察
出
氷
る
の
は
'菩
提
寺
峯
及
び
興
津
峠
(横
峯
峠
)
の
附
近
で
､

此
の
附
近
は
於
で
は
蟹
達
暦
及
び
安
山
岩
を
不
整
合
は
被
覆
し
て
屡
々
低
層
を
量
す
る
含
磯
粗
粒
砂
岩
と
磯
岩
の
互

暦
が
敬
達
し
で
居
る
｡
此
の
砂
岩
磯
岩
互
暦
は
兼
方
に
至
る
に
従
以
次
第
に
細
粒
の
沈
積
物
に
移
化
す
る
と
典
に
､

三
閉
山

標
高
三
二
四
米
)
以
来
の
地
域
に
於
で
は
､
賛
連
暦
と
の
間
の
不
整
合
が
金
-
滑
激
し
で
居
る
｡
従
っ

て､

此
の
地
域
に
於
け
る
資
蓮
層
と
千
石
暦
の
置
別
に
は
､
三
開
山
以
西
の
地
域
に
於
け
る
賢
連
続
の
沈
積
更
新
以
後
に

は
線
色
凝
衣
岩
の
沈
積
が
金
-
絶
た
れ
て
屠
る
串
資
よ
み
､
線
色
凝
友
岩
介
在
の
有
無
が
蛋
要
を
目
安
に
在
っ
て
居

る
0基

底
砂
磯
岩
の
材
料
は
花
崩
岩
｡花
岡
片
麻
岩
｡安
山
岩
を
主
と
し
､
定
に
有
配
岩
類
む
も
交

へ
で
居
る
｡
磯
の
太

さ
は
興
津
峠
に
於
け
る
観
察
は
従

へ
ば
直
径
五
乃
至
七
糎
以
下
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め

て居
る
が
'
西
方
に
至
る

ほ
従
以
其
の
大
き
を
増
す
も
の
の
如
-
.
菩
提
寺
峯
に
於
で
は

一
〇
糎
程
度
の
直
径
の
も
の
が
多
数
に
あ
み
'
史
に

大
在
る
も
の
も
亦
見
ら
れ
る
｡

基
底
砂
塵
岩
層
化
繊

5,
で
は
'
新
鮮
な
部
分
に
於
て
は
情
炎
色
を
.
幾
分
風
化
し
た
と
恩
は
れ
る
所
に
於
で
は
灰

白
色
を
量
す
る
砂
質
東
岩
或
は
泥
岩
と
､

一
般
に
黄
褐
色
乃
至
液
黄
色
を
豊
す
る
細
粒
砂
岩
の
互
膚
が
存
在
す
る
｡

触
し
て
此
の
宜
厨
は
上
位
は
進
む
ほ
従
っ

て泥
岩
を
主
と
す
る
凝
暦
は
漸
移
し

て居
る
の
で
あ
る
が
､
此
の
塵
化
は

又
既
述
の
如
-
側
面
的
で
も
あ
る
｡
即
ち
亙
瀞
の
東
方
延
長
部
分
t
.下
山
(
標
高
二
〇
四
米
)以
東
の
地
域
に
於
で
は

賓
蓮
暦
の
線
色
旋
衣
岩
･砂
岩
･質
岩
互
暦
に
捷
る
選
修
は
衣
白
色
東
岩
を
主
と
す
る
も
の
で
砂
岩
を
挟
載
せ
し
ひ
る

1l:E
的
市
銀
に
石
川
蝶
枠
晒
町
附
近
の
解
三
和
暦

三
四
弧

二
三



地

球

節
二
十
四
谷

節
五
雛

蒜

六

二
四

罫
が
甚
だ
少
い
｡

化
石
は
蟹
蓮
圏
同
様
殆
ど
其
の
哩
減
は
見
ら
れ
覆
い
｡
泥
岩
中
に
柿
に
散
見
す
る
角
介
科
の

f
種
も
.
其
の
保
存

不
良
な
る
籍
に
属
種
の
決
定
に
迄
覚
ら
ず
､
従
っ
て
木
骨
の
時
代
推
定
は
其
の
層
位
閲
係
よ
与
之
を
な
す
に
止
め
ら

れ
る
｡

4.

下
中
暦

本
暦
は
前
記
千
石
暦
の
分
布
す
る
地
域
の
外
縁
に
大
健
帯
状
を
な
し
て
発
達
し
､甲
斐
晴
山
(
標
高

一
八
九
米
)
及
び
向
山
(
標
高
二
〇
三
光
)附
近
の
向
斜
の
部
分
に
遺
rb
れ
た
る
も
の
を
除
け
ば
'
大
背
斜
の
両
翼
に

封
栴
的
に
分
布
し
て
居
る
｡
本
暦
を
岩
柵
の
差
異
よ
卓
群
別
す
る
と
､
泥
炭
贋
の
圃
塊
を
比
較
的
多
数
に
含
む
帥
粒

砂
岩
及
び
泥
岩
の
互
暦
よ
か
成
る
下
部
と
軽
石
の
破
片
を
多
量
に
交

へ
た
申
粒
乃
至
粗
粒
の
砂
岩
教
主
と
す
る
上
部

と
に
分
た
れ
動

下
部
の
泥
岩
は

山
敗
に
陪
灰
色
を
卑
し
､
砂
岩
は
衣
白
色
乃
至
膏
炎
色
を
量
し
て
､
両
者
典
に
監

硬
在
る
も
の
が
多

い
｡
上
部
の
砂
岩
は
韻
味
を
尊
び
カ
黄
褐
色
の
も
の
が
多
-
､
其
の
監
視
在
る
も
の
は
驚
連
暦
中

の
線
色
凝
次
岩
と
宜
暦
す
る
暗
褐
色
砂
岩
と
瓶
似
堅
不
L
t
軽
石
の
外
は
炭
贋
物
肇
を
多
量
に
含
む
部
分
も
あ
る
｡

之
等
の
累
潜
が
藤
式
的
ほ
露
出
す
る
の
は
倶
利
加
牒
村
下
草
及
び
天
田
越
の
附
近
で
'
其
の
朱
蟹
の
北
方

へ
の
延
長

を
追
跡
す
る
事
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
'
酉
翼
の
延
長
部
分
即
ち
笠
谷
村
を
中
心
と
す
る
地
域
は
於
て
は
､
露
出

寡
少
の
為
に
､
其
の
存
在
を
寵
め
符

でも
､
之
を
千
石
暦
或
は
竹
ノ
椅
暦
よ
り
明
確
に
置
別
す
る
事
が
出
凍
夜
か
つ

ね
｡
従
っ
て
地
質
閲
に
は
兎
に
角
境
卦
は
記
入
し
て
あ
る
が
､
貧
窮
在
る
露
頭
を
連
ね
た
も
の
で
､
筆
者
は
多
大
の

不
満
を
戚
じ
で
居
る
が
､
現
衣
は
之
に
甘
じ
る
よ
少
外
に
致
方
が
覆

い
｡

他
の
地
域
に
於
V
は
､
木
犀
と
千
石
静
と
の
境
界
は
､
軽
石
貿
砂
岩
健
を
以
七
夜
さ
れ
て
居
る
｡
此
の
砂
岩
暦
を



境
と
し
て
噛
石
の
分
布
は
格
段
の
和
典
が
あ
る
と
北
ハ托
ー
泥
岩
は
富

む
韻
暦
が
砂
岩
は
富
む
晃
暦
は
移
化
す
る
も
の

と
謝
め
た
結
果
は
外
在
ら
覆

い
｡
此
の
軽
石
昔
は
､
砺
波
山
丘
陵
南
部
地
域
に
於
け
る
大
桑
就
中
の
軽
石
暦
の
各
背

の
如
-
著
し
き
も
の
で
な
-
塵
石
の
散
鮎
す
る
に
止
る
場
合
も
社
々
あ
わ
本
地
域
全
般
に
亘
っ
て
之
を
追
跡
す
る
革

は
不
可
能
で
あ
る
.
故
に
'
岩
和
の
鼻
化
と
軽
石
の
分
布
の
有
無
に
依
っ
て
下
中
層
を
千
石
暦
よ
身
分
つ
ね
所
も
あ

わ
､
従
っ
て
千
石
暦
と
下
中
衛
の
場
外
は
個
人
的
目
安
に
依
っ
て
居
る
事
に
な
る
0

荷
木
骨
中
に
は
t
軽
石
が
密
集
し
て
群
を
な
す
も
の
が

-i
-
二
あ
ゎ
'
其
の
延
長
は
遠
-
富
山
轡
曹

梓
の
地
域
に

迄
及
止
で
居
る
も
の
～
如
-
で
あ
る
｡

化
石
の
埋
減
は
本
暦
の
上
下
部
を
通
じ
て
比
較
的
豊
富
で
あ
る
が
､
下
部
の
砂
岩
中
の
圃
塊
及
び
上
部
の
砂
岩
中

よ
-
の
産
川
が
特
に
著
し

5'｡
問
道
改
修
工
事
に
依
み
新
し
-
任
じ
た
天
田
題
附
近
の
切
剤
に
於

では
.
暗
涙
色
の

泥
岩
中
よ

-
Li
rn
OP
Sis}
L
im
a
,
T
e
t
1

in
q
,
N
a
tica
,

T
u
rrite
tla
の
如
き
月
化
石
が
程
ら
れ
る
と
共
に
､

囲
塊
中

よ
少
は
t
C
a
r
c
h
a
r
o
d
on

m
egal
o
d.on
C
h
ar
t
s
w

orth
及
び
横
山
博
士
に
依
少
出
雲
の
第
三
紀
層
よ
り
報
ぜ
ら
れ
た

所
の

A
r
g
o
n
a
u
ta
"
toku
n
a
g
a
i
"

に
略
同
定
出
来
る
も
の
が
少
か
ら
ず
得
ら
れ
る
｡
又
竹
ノ
橋
よ
カ
下
中
に
至

る
里
道
に
附
ふ
地
域
或
は
安
楽
寺
部
落
西
の
砂
岩
中
よ

-

Teltina
optiva
Y
okoyam
a.
Tettina
iz
ur
ensi

Y
okoyam
a,
C
u
tteltu
s
iz
um
oensis
Y
ok
o
y
a
m
a
等
を
産
す
る
轟
は
前
報
告
に
於
で
既
に
記
し
た
通
わ
で
あ
る

｡

其
の
他

､
五
位
巾
村
小
野
尭
南
方
約
五
C
O
光
の
地
鮎
即
ち
向
斜
の
軸
は
接
近
し
た
所
の
砂
岩
或
は
笠
谷
村
運
祐

寺
よ
-
市

ノ
谷
に
通
じ
る
義
屈
越
迭
中
の
砂
岩
中
に
は
､

Nucutad
i
varicata
H
ind
s,Tettina
等
を
産
す
る
｡

附

託

再
踏
査
の
結
果
､
以
前
竹
ノ
橋
圏
と
考

へ
た
桝
の
中

に
下
中
層
と
す
べ

inJ79
のを
含
ま
し
め
て
居
た
事
が

苅
岡
村
北
に
石
川
豚
津
肺
町
附
妃
の
妨
三
和
Lb

茜

七

二
五



地

球

節
二
十
掴
容

解
式
批

三
宍

二

六

明
か
は
在
っ
た
｡
即
ち
摘
谷
村
安
東
寺
部
落
の
西
純
附
近
砂
山
砂
瀞
に
断
暦
を
隔
て
～
按
す
る
部
分
及
び
供
利
加
藤

柑
大
窪
酉
方
砺
波
山
丘
陵
の
脊
梁
を
な
す
部
分
等
で
､
地
質
園
に
は
訂
正
し
て
示
し
で
あ
る
｡

三
､
大

桑

統

ケ
シ
ヤ
ウ

大
桑
続
の
基
底
は
､
倶
利
加
藤
柑
膜

壁

よ

-
同
村
朝
H
畑
に
通
じ
る
旦
道
は
於
け
る
観
察
に
従

へ
ば
､
黄
褐
色
を

量
す
る
小
磯
暦
及
び
粗
粒
砂
岩
暦
の
互
暦
約
二
〇
米
内
外
の
も
の
に
依

-
代
表
せ
ら
れ
て
居

少
､
砺
波
山
山
頂
部
附

近
ほ
於
で
は
'
骨
で
砂
山
砂
暦
と
し
て
取
扱
っ
た
安
楽
寺
西
断
層
以
西
の
粗
粒
砂
岩
は
依
-1
代
表
せ
ら
れ
る
も
の
ゝ

如
-
で
あ
る
｡
.1野

川
以
北
の
地
域
に
於
で
は
､
基
底
に
は
三
水
乃
至
四
光
の
厚
さ
を
有
す
る
響

万
骨
が
畿
達
し
'
大

桑
続
は
倶
利
加
雁
統
よ
み
明
確
に
区
別
せ
ら
れ
る
｡
石
堤
柑
国
旗
谷
部
落
閣
北
方
約
五

〇
〇
米
の
朗
､
赤
丸
村
花
尾

の
酉
約
七
〇
〇
米
の
所
及
び
酉
明
寺
髄
泉
よ
与
小
野
に
至
る
略
中
間
の
奥
;
(
標
高
二
〇
三
米
)
の
東
等
は
前
記
基
底

磯
岩
を
十
分
観
察
し
得
る
朋
で
あ
る
｡
磯
の
材
料
は
育
配
岩
類
及
び
賢
蓮
統
或
は
倶
利
加
羅
統
よ
-
由

凍
せ
ら
れ
た

も
の
と
推
定
HH
凍
る
砂
岩
責

軍

産
悉

石
等
を
主
と
し
､
磯
の
大
n
は
五
瀞
以
下
の
も
の
が
多

S
o
前
記
の
地
域
を

除

い
て
は
供
利
加
雁
続
と
大
桑
練
と
の
境
界
は

一
般
に
明
確
を
敏
ぎ
､
軍
は
岩
和
上
の
差
異
よ
み
推
定
す
る
に
止
せ

る
所
が
大
部
分
で
あ
る
｡

大
桑
銃
の
分
布
は
丘
陵
丙
外
縁
に
按
す
る
地
域
に
限
ら
れ
'
金
輝
市
来
北
方
地
域
の
如
き
磨
き
分
布
は
示
n
老

い
｡

5.
竹
ノ
橋
暦

前
記
基
底
砂
磯
岩
層
に
始
ま
カ
､
黄
褐
色
乃
至
膏
衣
色
を
量
し
月
類
化
石
を
多
数
に
減
す
る
大

桑
砂
岩
に
至
る
迄
の
泥
岩
及
び
漁
泥
岩
を
主
と
す
る
題
犀
を
本
地
域
で
は
竹

ノ
橋
膚
と
し
て
取
扱
っ
て
あ
る
.
従
っ

て従
凍
浦
波
丘
陵
南
方
地
域
に
於
で
特
に
軽
石
暦
と
命
名
し
竹
ノ
椅
膚
よ
-
置
別
し
て
取
扱
っ
て
兼
ね
所
の
第

1
軽



石
碑
よ
-
第
三
唾
石
鞘
は
至
る
迄
の
娼
暦
753亦
竹
ノ
橋
暦
に
包
含
せ
し
め
る
轟
に
夜
る
｡
其
の
理
由
は
ー
津
幡
町
以

北
及
び
田
川
以
北
の
地
域
に
於
で
は
其
の
存
在
が
甚
だ
不
明
瞭
と
在
与
､
堵
準
暦
と
し
て
の
債
値
を
失
つ
カ
結
果
に

外
な
ら
覆
い
｡
(

地
質
同
に
は
､
軽
石
昔
の
明
瞭
は
離
め
ら
れ
た
地
域
は
之
を
別
に
示
し
で
あ
る
)

竹
ノ
橋
暦
は
竹
ノ
橋
を
中
心
と
す
る
地
域
及
び
其
の
北
方
延
長
部
分
即
ち
津
幡
町
束
北
方
山
地
は
於
て
は
､
下
部

の

一
部
分
を
除
け
ば
泥
岩
及
び
齢
泥
岩
を
主
と
す
る
凝
暦
(竹
ノ
橋
相
)
で
あ
る
が
'
背
斜
の
東
翼
'
花
ノ
尾
を
中
心

と
す
る
地
域
に
於
で
は
､
泥
岩
及
び
砂
岩
の
互
暦
(
花
ノ
尾
和
)
よ
与
成
与
'
前
者
よ
カ
明
か
は
浅

い
梅
の
沈
積
粕
を

示
し

て屠
る
｡

=ニ
′

文
子
撫
村
横
谷
よ
少
埴

蕪村
砂
坂
及
び
砺
波
山
の
東
に
亘
っ
て

一
の
昔
を
な
し

て存
在
す
る
黄
褐
色
無
暦
Eb'無
化

石
の
粗
粒
砂
岩
は
､
他
の
地
域
に
於
け
る
竹
ノ
椅
暦
金
紋
の
岩
相
鍵
化
が
其
の
上
下
方
向
の
み
在
ら
ず
側
面
的
ほ
も

明
か
に
な
っ
た
結
果
.
竹
ノ
橋
相
の
同
時
典
鼎
沈
積
物
と
し
て
取
扱

へ
る
罫
が
明
か
に
在
っ
た
｡

(

砂
山
相
)

竹
ノ
橋
闇
の
暦
厚
は
津
幡
町
東
北
方
山
地
に
放
て
は
凹
0
0
米
内
外
'
酉
旗
谷
附
近
ほ
於
で
は
四
五
〇
米
内
外
と

推
定
さ
れ
る
｡

木
簡
中
に
州
蝿
せ
ら
れ
る
化
石
は
月
粗
が
主
在
る
も
の
で
'
各
地
に
於
で
之
を
採
集
す
る
事
が
出
凍
る
が
､
背
斜

粟
巽
の
田
川
以
北
の
砂
岩
貢
岩
互
暦
申
ま
わ
は
殆
ど
産
せ
ず
､
酉
巽
の
泥
岩
中
に
擁
在
す
る
舶
粒
砂
岩

-こ
大
部
分
は

限
ら
れ
て
居
る
棟
で
あ
る
｡
種
の
.数
及
び
佃
鰻
の
敗
北
ハほ
大
桑
暦
中
の
月
化
石
群
は
此
す
れ
ば
甚
だ
貧
弱
で

笠
谷

村
宵
ノ
谷

･
英
附
柑
加
茂
東
方
の
谷

･
御
門
池
の
東
等
よ
少
左
記
の
種
を
符
た
が
何
れ
も
大
桑
厨
月
化
石
群
中
に
含

ま
れ
る
も
の
の
み
で
あ
る
O

満
開
巾
灘
に
石
川
鵬
棟
桁
叶
附
妃
の
箪
三
紀
厨

三
m
九

二
七
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h
u
e
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N
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jan
th
?

stom
a

D
e
s
h
a
y
e
s,
0
tiv
e
tta
fo
rtun
ei
(駕

arrat).

子
撫
村
法
楽
寺
東
泉
よ

-
田
川
の
谷
は
亘
る
軽
石
昔
直
下
の
粗
粒
砂
岩
よ
-
L
im
opsis､
Li
m
a,
As

t
a
rte
等
を

崖
す
る
事
は
既
は
報
じ
た
所
で
あ
る
｡

6
.

大
桑
暦

津
幡
町
以
北
山
地
を
除
-
他
の
地
域
の
大
桑
暦
は
就

い
て
は
前
報
告
に
記
し
カ
所
に
殆
ど
轟
き
で

居
る
O
津
幡
町
以
北
の
丘
陵
外
縁
に
磯
蓮
す
る
大
桑
暦
の
岩
相
乃
至
は
月
化
石
埋
蔵
の
状
態
等
79
亦
模
式
的
大
桑
暦

と
の
間
に
殆
ど
其
の
差
異
は
見

ら
れ
な

い
｡
唯
南
方
地
域
に
於
で
明
瞭
で
あ
っ
た
軽
石
帯
の
存
在
が
'
此
の
地
域
に

於
で
は
甚
だ
不
明
瞭
と
在
る
為
に
も
竹
ノ
橋
暦
と
の
境
界
決
定
に
は
か
在
み
の
困
難
が
戚
じ
ら
れ
る
が
'
両
者
の
岩

相
の
差
異
は
之
等
の
困
難
の
排
除
は
相
皆
役
立
た
し
め
る
事
が
出
凍
る
｡
然
し
金
樺
市
東
方
山
地
に
於
け
る
が
如
-

大
桑
暦
の
限
堺
を
現
地
に
於
て
適
確
に
把
握
し
稗
な

い
の
は
革
賓
で
あ
る
｡

本
暦
の
厚
ru
は
津
幡
町
東
方
山
地
に
於
で
は

一
五
〇
米
内
外
と
推
定
さ
れ
る
が
､
北
方
に
至
る
に
従
っ
て
暦
厚
は

次
第
に
減
じ
'
宇
ノ
気
村
多
田
以
北
は
於
で
は
上
棟
の
卯
炭
山
暦
に
鐙
蔽
せ
ら
れ
て
其
の
露
出
は
全
-
見
ら
れ
を
-

在
る
0

月
化
石
の
理
誠
は
相
常
凶
等
川
で
､
谷
に
沿
ふ
露
出
に
於
で
は
随
所
に
之
を
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
､

一
般

に
保
存
が
甚
し
-
不
良
で
外
型
の
み
の
所
が
多
-
､
採
集
に
迫
す
る
所
は
見
常
ら
在

い
｡



-▲

鴨
川
暦

背
斜
の
来
犯
へ､
法
楽
寺
以
北
の
丘
陵
周
縁
部
は
櫛
状
に
分
布
す
る

関川
臥慣
に
就
い
て
の
視
鎚
7P
亦

前
報
せ
は
記
し
光
内
容
は
殆
ど
誼
き
て
居
る
の
で
あ
る
が
､
四
五
位
相
島
倉
以
北
に

帯び
露
は
れ
る
相
川
厨
に
就
レ

では
､
地
域
に
依
っ

て著
し
-
其
の
健
児
を
累
に
す
る
と
云
ふ
事
及
び
化
石
の
埋
蔵
が
殆
ど
見
ら
れ
な

い
と
云
ふ
事

を
附
加
す
る
必
要
が
あ
る
｡
即
ち
'
石
堤
和
江
道
附
近
に
放
て
は
少
-
と
も
二
〇
〇
米
を
下
ら
な

い
厚
さ
を
有
す
る

も
の
と
推
定
さ
れ
る
田
川
暦
も
､
頭
川
の
谷
に
露
は
れ
た
際
に
は
五
〇
米
内
外
の
暦
厚
に
急
減
し

て居
る
か
ら
で
あ

る
0然

し
て
阿
川
暦
の
来
北
方
向

へ
の
延
長
は
､
高
岡
輔
よ
-
氷
見
に
通
じ
る
氷
見
縛
道
に
滑
ふ
守
山
相
乗
海
老
坂
迄

は
明
瞭
に
追
跡
出
来
る
｡
荷
嘱
波
丘
陵
西
経
北
方
の
地
域
に
於
で
も
､
大
桑
暦
の
上
位
に
本
暦
の
存
在
を
推
定
し
て

居
る
の
で
あ
る
が
､
本
報
告
の
地
域
内
に
は
未
だ
露
は
れ
で
衆
を

い
｡

四
､
卯

炭

山

統

前
回
報
曹
し
た
地
域
内
に
於
で
は
'
卯
炭
山

･
大
桑
商
圏
間
に
不
強
食

の
春
在
を
明
瞭
に
認
め
得
ら
れ
た
地
域
が

金
樺
市
来
方
山
地
の
小
区
域
に
限
ら
れ

て居
た
為
に
'
其
の
不
整
合
に
依
つ

壬
不
さ
れ
る
浸
蝕
は
地
膚
の
系
統
を
本

質
的
に
分
つ
沈
積
輪
廻
の
分
非
を
在
す
程
の
も
の
に
あ
ら
ず
と
し
で
卯
炭
山
暦
は
之
を
大
桑
就
中
は
含
ま
し
め
た
の

で
あ
っ
カ
が
､
其
の
後
の
踏
資
に
依
っ
て
~
前
回
不
整
合
鋼
係
に
あ
る
や
否
や
を
断
定
し
柑
在
か
つ
カ
石
動
地
方
に

於
て
･FP
卯
炭
山
暦
が
大
桑
暦
上
に
不
整
各
に
あ
る
事
が
確
認
出
凍
る
と
共
に
､
津
幡
町
北
方
山
地
特
に
多
田
以
北
に

於
で
は
､
卯
辰
山
暦
が
竹
ノ
橋
暦

｡
大
桑
暦
或
は
花
岡
岩
を
披
覆
し
て
磯
蓮
し
て
居
る
事
が
明
か
に
を
つ
カ
結
典
､

悪
食
闘
係
に
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
地
域
が
田
川
以
北
に
限
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
､
此
虚
に
卯
辰
山
暦
を
弼
立
し
た

高
岡
祁
灘
に
石
川
嚇
津
幡
町
附
近
の
節
三
和
暦

三
空

二
九



地

･
球

節
二
十
四
怨

解
五
雛

董

1

三
〇

一
系
統
と
し
て
卯
炭
山
舵
と
呼
び
p
大
桑
就
或
は
供
利
加
凝
妹
に
封
立
せ
し
め
る
罫
に
し
た
の
で
あ
る
｡

8
.

卯
炭
山
暦

砺
波
丘
陵
束
縁
の
地
域
に
分
布
す
る
卯
炭
山
暦
が
p

一
光
乃
至
二
米
の
厚
さ
を
有
す
る
基
底
磯

暦
及
び
之
は
頂
-
磯

｡
砂

｡
泥
或
は
粘
土
等
の
互
厨
よ
少
成
る
鼻
骨
で
あ
る
革
は
既
に
報
じ
た
所
で
あ
る
が
､
石
動

町
開
方
約

-i
粁
の
南
谷
村
後
谷
に
於
け
る
卯
炭
山

･
大
桑
補
修
の
境
界
附
進
の
露
出
の
横
大
は
依
っ
て
'
爾
暦
の
関

係
が
不
整
合
で
あ
る
罫
が
確
離
出
水
ね
と
云
ふ
罫
薯
以
外
に
は
之
は
附
加
す
可
き
何
等
の
新
春
賓
を
見
出
し
て
居
覆

い
C次

に
砺
波
丘
陵
両
線
､
津
幡
騨
東
方
は
於
で
既
に
認
め
で
居
た
卯
炭
山
暦
は
'
津
幡
川
の
谷
を
越
え
て
轟
び
丘
陵

外
練
に
露
は
れ
て
居
る
が
'
其
の
際
に
は
､
北
四
〇
度
内
外
某
で
あ
っ
カ
走
向
を
牝

一
〇
度
内
外
閏
に
慶

へ
る
と
典

に
酉
二
〇
度
内
外
で
あ
っ
た
傾
斜
を

7
0
度
内
外
に
減
じ
て
居
る
｡
同
時
は
北
方
に
至
る
に
従
つ
.tJ
其
の
暦
厚
を
増

加
す
る
と
共
に
大
桑
暦
或
は
竹
ノ
橋
暦
を
被
覆
す
る
状
態
が
明
瞭
に
在
っ
て
屠
る
｡

能
粥
川
以
南
の
地
域
に
於
で
は
卯
辰
山
暦
と
大
桑
暦
の
頃
を
明
確
は
把
捉
す
る
ほ
は
稽
困
難
を
戚
じ
る
0
即
ち
両

者
の
走
向
傾
斜
が
近
似
で
あ
る
上
は
'
石
動
町
附
近
ほ
於
け
る
が
如

き
明
瞭
在
る
基
底
磯
暦
の
凝
蓮
が
見
ら
れ
夜

5,

結
果
に
外
な
ら
を

い
｡
従
っ
て
比
の
附
鑑
に
於
で
は
p
両
者
は
革
に
共
の
岩
相
上
の
差
異
よ
-
医
別
せ
ら
れ
る
に
過

ぎ
夜

い
.
能
瀬
川
以
北
は
於
で
も
基
底
磯
静
の
明
瞭
は
見
ら
れ
る
朗
は
殆
ど
存
在
し
覆

い
様
で
あ
る
が
'
岩
相
上
の

相
異
と
舶
侠
っ
て
構
造
上
の
差
典
が
明
瞭
で
あ
る
為
に
'
卯
辰
山
暦
を
他
腎
よ
み
直
別
す
る
革
は
比
較
的
容
易
に
在

さ
れ
る
0

荘
園
岩
の
上
に
直
ち
に
本
膚
の
敏
速
す
る
の
を
観
察
出
来
る
地
域
は
､
歯
大
源
柑
元
女
の
閣
方
或
は
高
給
町
余
地



及
び
上
田
名
の
中
間
附
近
で
あ
る
が
､
此
の
地
域
に
於
て
は
卯
辰
山
厨
の
走
向
及
び
傾
斜
に
薯

し
き
軍
化
が
あ
-
I

韮
梅
岩
の
起
伏
が

一
様
で
無

5,結
果
と
見
ら
れ
る
｡

卯
炭
山
暦
を
構
成
す
る
果
瀞
は
砺
波
丘
陵
未
練
の
79
の
と
大
差
無
-
'
磯

｡
砂

･
泥

･
粘
土
等
の
互
暦
で
あ
る
が

基
底
に
揺
す
る
部
分
に
駄
賃
物
質
の
小
片
の
多
数
或
は

一
〇
糎
程
度
の
厚
さ
社
有
す
る
亜
炭
暦
を
屡
々
擁
准
せ
し
め

る
と
云
ふ
特
徴
を
持
っ
て
居
る
｡
暦
厚
は
p
政
も
頗
-
露
は
れ
で
居
る
宇
ノ
気
村
地
内
に
於
で
は
一
〇
〇
米
華
皮
と

推
定
さ
れ
る
が
津
幡
町
に
近

い
所
は
於
て
は
三
〇
光
を
越
え
老

い
｡
石
動
町
附
近
ほ
於

では
一
七
〇
米
と
概
測
n
れ

る

09.

石
堤
厨

四
五
位
村
加
茂
以
北
の
丘
陵
敢
外
縁
に
磯
蓮
す
る
本
暦
に
就

い
て
の
記
述
も
亦
前
報
骨
に
殆
ど
蒸

さ
れ
て
居
る
｡
即
ち
花
掃
岩
及
び
古
配
岩
強
の
小
磯
を
交

へ
尭
粗
粒
砂
岩
よ
-
成
少
P
下
位
の
田
川
暦
の
示
す
裸
荷

相
よ
少
浅
さ
沸
積
相
を
ホ
す
も
の
で
､
大
桑
統
最
終
の
沈
積
物
と
考
へ
得
る
も
の
で
あ
る
｡
従
っ
て
本
管
は
系
統
的

に
は
大
桑
銃
に
含
ま
し
む
町
き
で
あ
る
が
､
諸
種
の
瓢
よ
少
､
卯
辰
川
暦
と
同
時
代
の
沈
積
物
と
推
定
さ
れ
る
の
で

卯
炭
山
舵
に
含
ま
し
め
る
革
は
し
た
｡

挫
減
せ
ら
れ
る
化
石
は
既
報
の
如

き
板
尾
月
科
の
教
程
及
び
腕
足
強
は
殆
ど
限
ら
れ
て
居
少
t.
特
殊
の
動
物
群
居

で
あ
る
事
が
著
し
5,特
徴
で
あ
る
｡

五
､
洪

積

統

1
.

春
日
山
暦

聾
提
寺
峯
の
西
に
鎮
-

一
〇
〇
米
内
外
高
庇
の
元

按
的
軍
規
在
る
墓
地
何
を
保
持
す
る
丘
陵

1

昔
に
は
､
磯
を
主
と
し
砂
･泥
･漁
況
等
を
エ父
へ
る
累

層
が
'
花
岡
岩
及
び
畢
連
続
･供
利
加
羅
統
･卯
炭
山
練
の
各
層

高
相
iE
非
に
前
川
願
津
幡
町
附
妃
の
妨
三
組
暦

三
三

三
叫



地

球

餌

二
十
四
各

節
尤
雛

三
億

三
二

を
被
覆
L
p
相
歯
焼

き
面
積
を
占
め
て
磯
達
し
で
居
る
｡
姓
し
て
南

へ
の
延
長
は
東
屋
峠
に
迄
迫
ら
ん
と
す
る
状
態

は
あ
る
が
'
何
れ
も
丘
陵
の
比
較
的
高
所
は
の
み
限
ら
れ

て分
布
L
t
丘
陵
周
縁
の
低
所
に
は
之
等
の
磯
蓮
は
見
ら

れ
な

い
｡

荷
津
幡
町
東
北
方
丘
陵
の
高
所
に
も
､
本
暦
に
屈
す
る
も
の
と
推
察
出
凍
る
磯
厨
が
小
瞳
域
に
分
れ
て
存
在
し

て

居
る
が
､
竹
ノ
橋
暦
以
後
の
沈
積
で
あ
る
と
云
ふ
以
外
に
は
時
代
推
定
に
役
立
つ
可
き
何
物
を
も
有
し
て
居
な
い
馬

に
､
之
を
卯
炭
山
枕
に
属
す
る
も
の
と
見
放
し
て
も
何
等
の
反
意
を
拳
げ
得
な

い
様
で
あ
る
｡
地
質
園
に
は
山
砂
利

と
し
て
別
は
之
を
塗
色
し

てあ
る
.

11

宇
ノ
衆
海
岸
段
丘
暦

宇
ノ
気
村
寧
ノ
束
以
北
の
丘
陵
敢
外
線
に
は
､
平
均
四
〇
〇
米
の
幅
を
有
す
る
高
庇

三
〇
来
-
四
〇
米
の
下
位
段
丘
(
Eleq)及
び
平
均

7
0
0
米
の
幅
を
有
す
る
高
庇
五
〇
-
七
〇
米
の
上
位
段
丘
(
T1
)那

現
海
岸
線
と
略
平
行
に
敬
達
し
で
居
る
｡
段
丘
面
が
良
好
に
保
春
せ
ら
れ
て
地
形
的
に
明
瞭
に
追
跡
出
凍
る
も
の
は

TN
段
丘
で
､
Tl
段
丘
は
内
高
踏
東
方
の
地
域
を
除

い
て
は
'
地
形
的
に
之
を
追
跡
す
る
串
は
精
困
難
で
あ
る
｡

E
IN
段
丘
暦
は
'
卯
炭
山
暦
上
部
を
代
表
す
る
磯
･砂
･粘
土
等
よ
-
成
る
遡
暦
の
小
起
伏
を
埋
め
る
含
小
磯
細
粒
砂

及
び
段
丘
表
面
に
旗
-
分
布
す
る
赤
褐
色
砂
質
土
壊
よ
カ
成
み
､
砂
暦
の
厚
さ
は
六
米
内
外
､
土
塊
の
厚
さ
は

一
光

内
外
で
t
Tl
段
丘
暦
金
牌
の
厚
さ
は
七
光
を
越
え
を

5,程
度
で
あ
る
.

Tl
段
丘
暦
を
構
成
す
る
岩
石
は
､
EIlN
段
丘
暦
の
も
の
と
岡
城
の
含
小
磯
細
粒
砂
及
び
衷
暦
の
赤
褐
色
土
壌
よ
み
成

-
.
其
の
全
階
の
厚
さ
は
約

一
〇
米
と

推
定
さ
れ
る
｡
卯
炭
山
暦
の
上
に
不
盤
各
に
位
置
す
る
事
は
EIN
段
丘
暦
の
場

合
と
同
じ
で
あ
る
0



内
高
松
尭
北
方
は
於
て
は
､
E<N
段
丘
面
と
ー
薗
大
瓶
川
に
依
-
作
ら
れ
た
も
の
,と
推
定
出
凍
る
扇
状
地
面
は
格
間

高
度
に
あ
ヵ
､
従
っ

て両
者
を
地
形
的
に
区
別
す
る
事
は
容
易
で
な

い
が
､
前
者
が
､
花
岡
岩
･花
園
片
麻
岩
･安
山

岩
｡有
紀
岩
鵜
｡第
三
配
岩
瓶
等
の
磯
及
び
粘
土
の
薄
層
を
挟
む
我
陶
質
砂
よ
-1
成
る
親
衛
で
あ
る
馬
に
､
E<N
段
丘
暦

よ
･a
之
を
区
別
す
る
事
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
｡

大
､
坤

積

統

前
記
内
高
松
来
北
方
の
扇
状
地
層
或
は
丘
陵
未
練
の
小
直
域
に
分
布
す
る
扇
状
地
層
或
は
低
位
の
河
成
段
丘
･
砂

丘

｡
坤
稲
原
等
ほ
依
･C,代
表
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

四
1
両
蟹
谷
地
方
の
第
三
紀
層
に
封
す
る
矧
足

し

曹
玉
山
(
標
高
九
三
九
米
)

北
練
の
南
街
谷
地
域
は
分
布
す
る
本
地
方
第
三
紀
層
下
部
の
系
統
は
､
之
を
南

蟹
谷
続
と
呼
び
､
其
の
岩
相
の
差
異
及
び
埋
蔵
化
石
群
の
特
徴
よ
-
石
黒
･湯
ノ
谷
･減
ケ
原
の
三
層
に
分
つ
ね
の
で

あ
る
が
､
前
記
三
層
間
に
沈
積
間
際
の
介
在
を
推
定
せ
し
ひ
る
に
足
る
が
如

き
明
瞭
を
澄
跡
を
見
出
し
得
在
か
つ
ね

の
故
を
以
tJ
､
之
等
を

一
個
の
沈
積
系
統
に
屈
す
る
7P
の
と
し
で
取
扱
つ
ね
革
は
就

い
て
は
更
は

一
考
を
要
す
る
葦

が
明
か
に
夜
つ
カ
.
即
ち
砺
波
丘
陵
北
方
地
域
の
調
査
の
進
捗
に
伴
払
､
繋
連
山
西
南
嫁
地
域
に
於
七
は
､
下
中
層

沈
積
後
は
行
は
れ
カ
本
地
方
発
股
に
亘
る
沈
積
輪
廻
の
更
新
以
前
に
79
佃

一
度
輪
姐
の
更
新
が
あ
っ
た
轟
が
明
か
に

な
つ
カ
結
基
､
加
能
通
園
塊
附
近
の
麓
三
配
暦
を

一
膳
す
る
際
に
は
､
下
中
暦
上
部
に
対
比
せ
ら
れ
る
減
ケ
原
潜
以

下
の
累
層
即
ち
基
底
よ
ら
減
ケ
原
博
に
至
る
迄
の
鼎
暦
の
沈
積
途
中
に
海
退
の
行
は
れ
た
時
期
の
介
在
す
る
事
が
明

南
川
相
銀
に
石
川
臓
津
幡
町
附
虹

の
妨
三
紀
暦

三豊

三
三



地

球

鱒

二
十
四
番

欝
五
節

毒

ハ

三
四

陳
で
あ
る
以
上
､
威
ケ
原
厨
以
下
の
遜
暦
を

一
系
統
と
し
て
取
故
ふ
轟
の
不
可
在
る
を
知
っ
ね
の
で
あ
る
｡
加
ふ
る

に
南
蟹
谷
続
の
垂
直
方
向
の
沈
積
朝
の
鍵
化
を
再
検
討
の
結
果
'
南
蟹
谷
統
沈
積
の
途
中
に
振
返
の
行
は
れ
ね
事
を

推
足
せ
し
ひ
る
に
足
る
沈
積
朝
の
配
列
は
束
附

い
た
の
で
.
此
虞
に
後
事
の
蘭
蟹
谷
統
聖

7分
L
t
其
の
上
部
の
系

統
に
は
寓
蟹
谷
舵
を
踏
襲
し
下
部
の
系
統
に
は
新
し
-
石
黒
耗
在
る
名
箱
を
輿

へ
る
事
に
す
る
｡
然
し
て
両
統
の
境

界
は
､
石
薫
暦
の
中
間
即
ち
既
報
の
如

き
凍
衣
岩
を
主
と
し
之
に
砂
岩

･
貢
岩
を
挟
在
せ
し
ひ
る
石
黒
暦
下
部
と
'

砂
岩
及
び
泥
岩
の
互
暦
よ
-
成
る
石
鼎
暦
上
部
数
分
つ
目
安
と
な
っ
て
居
た
含
磯
粗
粒
砂
岩
暦
を
以
七
之
を
代
表
せ

し
ひ
る
事
に
し
た
.
従
っ

て'
社
家
の
南
蟹
谷
続
の
暦
序
の
分
類
は
左
未
の
如
-
改
め
る
と
可
と
す
る
｡

新 香嫁

躍ケ .庶暦 南班令舵 就ケ原潜 南

似 柑ノ 蟹

ノ†i暦 令層 孝を舵
石盟暦上部

衣 石 衣--Fl浅

即
ち
凝
衣
質
泥
岩
及
び
其
の
上
位
の
含

月
化
石
膏
夜
色
細
粒
砂
岩
よ
り
成
る
と
し

ね
従
衆
の
湯
ノ
谷
暦
の
下
部
に
'
前
記
含

磯
砂
岩
暦
よ
･Jl
上
位
の
層
(
石
黒
暦
上
部
)

を
附
加
し
ね
も
の
が
湯
ノ
谷
暦
と
し
て
取

扱
は
れ
る
革
に
在
る
｡

2
.

法
林
寺
只
化
石
群
に
就

い
て

昭

('i=J

和
八
年
今
村
外
治
撃
士
に
依
っ
て
法
林
寺
所
産
の
月
化
石
(
黒
江~
徳
光
氏
鑑
定
)
が
表
示
せ
ら
れ
た
.
該
表
に
掲
げ
ら

れ
た
種
数
は
二
九
t
Jあ
る
が
ー
其
の
大
多
数
は
筆
者
の
同
地
遷
化
石
衣
は
無

い
も
の
で
､
同

一
産
地
の
採
集
の
結
果

と
す
る
と
爾
来
の
差
異
が
飴
-
に
も
著
し
-
'之
を
恥
に
採
集
の
棟
骨
に
依
る
と
見
放
す
ほ
は
棺
困
難
の
棟
で
あ
る
O



加
Å

る
ほ
梅
山
致
授
及
び
聾
者
が
敢
も
普
通
に
採
集
し
串
カ
所
の
種

1
.

G
lycy
m
e
r
is
cf
.
v
e
s
t
it
a

2
.

P
e

cten
k
uros
a
w
a
e
n
s
is

4
.

T
u
r
ri
t
e
lt
a

s
a
is
h
u
e
n
s
is

5
.

S
p
ir
otropis
c
o
n
t
r
a
ri
a

3
.

岩
ac
o

m
a

t
o

k
yoen
s
is

6
.

S
ear

l
e

s

i
a

].
a

p
onica

7
.

R
in
gi
cuta

y

o
k
oy
am
ai

等
が
今
村
蛇
表
中
に
見
出
し
得
な

い
故
は
'
同
氏
の
探
基
地
が
筆
者
等
の
探
基
地
と
少
し
-
其
の
位
置
を
異
に
す
る

も
の
と
見
ら
れ
る
が
'
兎
に
角
法
林
寺
只
化
石
群
ほ
か
-
多
数
の
種
が
加

へ
ら
れ
ね
結
果
'
他
の
暦
準
の
月
化
石
群

と
の
比
較
を
試
み
る
上
は
多
大
の
便
宜
が
加
は
つ
ね
事
を
同
氏
に
戚
謝
し
た
い
｡

次
に
今
村
氏
の
化
石
嚢
を
見
る
に
､
二
枚
月
の
大
部
分
は
黒
潮
要
素
乃
至
は
親
潮
系
統
種
で
あ
っ
て
親
潮
系
統
の

も
の
は
仝
-
春
L
を

い
.
然
る
は
令
月
で
は
黒
潮
系
統
程
よ
多
親
潮
系
統
の
も
の
が
む
し
ろ
優
勢
は
見
え
る
O
徒
つ

て
筆
者
の
法
林
寺
只
化
石
群
の
示
す
特
質
即
ち
二
枚
貝
怨
月
共
に
黒
潮
系
統
種
及
び
親
潮
系
統
種
を
略
等
し
-
安

へ

て
居
る
の
ほ
比
す
る
と
､
二
枚
貝
は
於
で
は
黒
潮
系
統
種
が
､
巻
貝
に
於
て
は
親
潮
系
統
種
が
弧
-
現
は
れ
で
居
る

事
に
な
る
が
p
亜
沿
岸
性
乃
至
は
沿
岸
性
の
群
居
で
あ
る
以
上
'
全
般
的
に
は
黒
潮

･
親
潮
両
系
統
種
略
等
分
の
混

在
と
見
て
好
い
.
故
に
今
材
氏
の
法
林
寺
月
化
石
群
が
､
親
潮
系
統
種
に
極
鼎
に
優
勢
夜
大
桑
月
化
石
群
或
は
鼎
潮

系
統
種
を
殆
ど
食
ま
な
い
湯
ノ
谷

｡
戴
ケ
原
貝
化
石
群
と
累
る
特
質
を
鼻

へ
て
群
居
で
あ
る
革
は
於
て
は
､
聾
者
が

且

て畢
げ
た
法
林
寺
月
化
石
群
と
金
-
其
の
軌
を
同
じ
く
す
る
事
に
在
る
｡

叉
湯
ノ
谷

｡
減
ケ
原
月
化
石
群
と
の
共
通
種
が
殆
ど
春
在
せ
ず
､
大
桑
月
化
石
群
と
の
共
通
種
が
此
校
的
多
数
に

存
在
す
る
事
は
'
法
林
寺
厨
が
大
桑
暦
に
近
5'層
準
に
あ
る
と
の
推
定
を
な
さ
し
ひ
る
有
力
在
根
接
と
在
る
も
の
で

前
納
印
北
に
ホ
川
恥
津
幡
町
附
虹
の
節
三
和
厨

孟

七

三
五



地

球

第
二
十
四
潜

節
五
紙

烹

八

】ニ

六

聾
者
の
月
化
石
群
の
場
合
と
同
株
で
あ
る
｡

銅
今
村
氏
の
表
に
は

Latrunctus
j.aPOnicu
s
が
爆
げ
ら
れ
て
居
わ
､
筆
者
の
衣
に
は

L
atrunctuse
t
a
t

us
が
撃

げ
で
あ
る
が
､
此
の
相
異
は
同

‥
種
に
封
す
る
鑑
定
の
相
異
で
あ
る
と
の
奴
が
多
分
に
あ
る
｡
即
ち

L
.

japon
i
cus

と
L
.
e
l
atus
は
非
常
に
近
似
せ
る
種
で
あ
っ
て
'

Sh
out

de
r

f
o
rm

が

t
a
b

u
late
で
あ
る
か

(
e

t

a
t
.I
S
)

或
は

roun
d

で
あ
る
か
に
依
っ
て
両
者
が
区
別
せ
ら
れ
て
居
る
に
過
ぎ
ず
､

従
っ
て
若
し
鑑
定
の
基
準
が

､

此
の
両
者
の

差
異
を
単
な
る
地
方
的
鼻
化
乃
至
は
佃
悼
嘩
化
と
見
る
事
に
澄
か
れ
た
場
合
に
は
､
L
.
1
ela
tu
s
は

L
.
ja
p
o
nicus

に
併
合
さ
れ
て
し
ま
ふ
か
ら
で
あ
る
｡

(
未
完
)

楼

島

噴

火

の
橡
想

緒

言

大
正
三
年
二

九

一
四
年
)
一
月
大
活
動
以
後
の
鎮
静

を
破
っ

て本
年
九
月
横
島
が
二
十
二
年
振
-
ほ
噴
煙
を

上
げ
た

ので
一
時
大

い
に
世
人
を
威
か
し
た
｡
此
の
噴

煙
は
昭
和
六
年
四
月
の
口
永
良
鞘

島

爆

登

を
前
脳
と

本

間

不

二

男

し
､
昭
和
九
年
九
月
以
来
大
活
動
を
行
っ
て
新
に

一
島

を
形
成
し
た
硫
黄
島
東
方
海
上
の
海
底
火
山
活
動
等
に

よ
っ
て
衷
さ
る
霧
島
火
山
帯

下
の
岩
壁
張
力
の
伸
張
に

多
少
影
響
せ
ら
れ
､
岩
華
中
の
揮
教
成
分
の
極
小
部
分

が
横
島
火
山
下
の
既
存
裂
糠
を
破
っ
て
山
上
は
漏
れ
出


